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研究成果の概要（和文）：　日本には朝鮮の古書が多く保存されている。これまでそれらに関する研究は十分されてい
なかった。当人は日本全国の文庫や図書館、必要に応じて英国・台湾所蔵の朝鮮本をも調査・研究してきた。調査項目
は２８項目で、従来にない綿密な調査である。各書については、出版経緯・刊者・刊地・活字の種類なども詳述し、版
が複数の場合には、各版の関係についても明らかにした。
　朝鮮本の研究は朝鮮学のみならず、中国学・日本学にも資すので、重要である。

研究成果の概要（英文）：Many old Korean books have been preserved in Japan. The study for these books was 
not sufficient. I studied these books preserved in private or public libraries in Japan and abroad 
libraries, for example, royal library of Taiwan and British Library in London, if necessary. Items of my 
study for one book consists of 28 items. I describe in detail the process of publication, publisher, the 
place of publication and so on that ware not described before. The study of Korean books contributes to 
not only Koreanology, but also to Chinology and Japanology.

研究分野： 朝鮮文献学・朝鮮語学

キーワード： 朝鮮文献学　中国文献学　日本文献学　木版　活字　出版文化　訓読
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１．研究開始当初の背景 
(１) 日本は古代より、中国・朝鮮から深甚
なる文化的影響を受けてきた。そのうち筆者
は特に朝鮮を対象としている。朝鮮の古代 3
国、すなわち高句麗・百済・新羅と日本の古
代との関係は極めて深い。人的往来は頻繁で
あったであろうし、歴史時代になってからは、
日本側からそれら 3国に学者や技術者の派遣
を依頼している。その影響の内容は種々であ
るが、筆者はその核心となる書籍の影響に関
心を寄せてきた。百済から６世紀に仏教が日
本に伝えられてからは、仏書を中心に多種多
用の書籍が数多流入した。当時のものは殆ど
確認できないが、奈良時代以降その写本は連
綿と受け継がれ、江戸時代にまで使用されて
来、その 1 部は江戸時代に木版本として出版
されもしている。それら日本伝来本の殆どは、
現在本国である韓国・朝鮮には伝わらず、日
本にのみ伝存することが多い。近年「大蔵経」
から角筆記号による訓読書き込みが発見さ
れ、また正倉院や東大寺図書館に所蔵されて
いる古写経の中に、新羅経と確認し得るもの
が出現した。それは東大寺図書館所蔵『華厳
経』であるが、本文右傍に角筆で、略体漢字
を用いた新羅の「吐」(送り仮名)が記されて
いる。新羅の訓読法には、日本の奈良時代訓
読法とも共通点が見受けられ、日本の訓読法
成立に大きな影響を与えた可能性を示唆す
る。このような点からも朝鮮本の研究は、重
要な意味を有する。 
 
(２) 現在現物が確認できるのは、殆どが室
町時代以降のものである。初彫高麗大蔵経・
教蔵・再彫大蔵経は、本国である韓国や朝鮮
に残存するのは少なく、その多くは却って日
本に伝わる。初彫高麗大蔵経は、韓国で近年
存在が確認されつつあるが、それでも 300 巻
程度であるが、南禅寺には 1712 冊が伝存し、
韓国の 5.6 倍も存在するのである。また戦国
大名大内義隆の「日本／国王／之印」「太宰
／大貮」印を有する『続三綱行實』や『唐駱
賓王詩集』の伝わるのは、稀有の例である。
豊臣秀吉の朝鮮侵略時に際しては、従軍武将
によって、多量の朝鮮本が齎来され、その多
くが完全な形で伝存する。戦場において齎来
する朝鮮本の選定に関与したのは、同行して
筆墨通訳や兵士の治療や埋葬に当たった医
師や僧侶であったと思われる。従ってこれら
の人々の意向や趣向が大いに関わっている
のは当然であろう。これら朝鮮本にたいする
研究者はほとんどなく、何処に、どのような
書があるのかも、十分知られなかった。筆者
はそのような状況を打開したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
(１) 朝鮮本は古代には仏書が中心で、外典
はわずかである。仏書は僧侶の間で転写を重
ねて読み続けられてきた。豊臣秀吉朝鮮侵略
時には、経・史・子・集の 4 部に亙る広分野

の朝鮮本が日本に齎された。同時に朝鮮の知
識人も連行されてきた。その中で有名な人物
は、朝鮮の巨儒退渓李滉の弟子姜沆で、藤原
惺窩と交流があり、朝鮮朱子学の日本への伝
来に与った。惺窩の高弟林羅山は徳川家康に
仕え、朱子学が江戸幕府の官学として採用さ
れた。羅山は日本に齎されていた朝鮮本を愛
読し、その識語を付した朝鮮本が多く伝わっ
ている。また退渓書を初めとする朝鮮朱子学
書や朝鮮学者の撰書、更には中国の諸分野の
朝鮮刊本が底本とされて、江戸初期には和刻
本が多く出されている。それらが日本の学
問・学術に与えた影響は大きい。江戸幕府・
江戸時代の思想的背景となった朱子学は、上
述の如く朝鮮本の大きな影響のもとに成立
している。それらを明らかにするためにも、
朝鮮本の研究は必要である。 

 
(２) 朝鮮本は中国本を底本としているもの
が極めて多い。その中には本国の中国で失わ
れたものもある。例えば、唐盧仝撰『玉川先
生詩集』・唐駱賓王撰『唐駱賓王詩集』・闕名
氏撰『會纂宋岳鄂武穆王精忠録』など、枚挙
に遑ない。これら中国佚伝書は、中国学の研
究にも大いに資するのである。筆者は中国学
にも関心が深く、朝鮮本の研究が中国学の研
究に裨益することを、研究目的の一と考えて
いる。 
 
３．研究の方法 
(１) 筆者の研究方法は、日本各地の文庫や
図書館をめぐり、原書を手に取って詳細な記
述をし、研究を加えることである。筆者の研
究対象は日本現存朝鮮本であるが、場合によ
っては参考のために韓国に調査に出かける
こともある。明治初期まで日本に現存し、英
国の外交官アーネスト・サトウに購入されて、
現在は大英図書館に所蔵される朝鮮本、ある
いは中国人学者楊守敬に購われ、現在は台湾
故宮図書館に架蔵される朝鮮本をも対象に
入れている。 
 
(２) 筆者の調査は原本に対して、２８項目
を設定している。それらは、書名・撰者・版
種・刊者・刊年・刊地・装幀・寸法・紙質・
版式・版心・構成・序・跋・刊記・原刊記・
刻手名・内賜記・諺解・吐・書扉・蔵書印・
識語・註記・撰者伝・藍本・研覈・所蔵者で
ある。これらはこれまで、善本解題以外には
採られなかった方法である。筆者の記述を見
れば、原本が眼前に髣髴とすることを目的と
している。そして筆者の方法は、従来の目録
では記述されていなかった活字の種類・刊
者・刊地などにも及んでいる。特に木版本の
場合には、版心や巻末に刻された刻手名を網
羅的に集め、それらを利用することによって
刊年・刊地の特定に努めた。これは従来試み
られていなかった。この試図によって、15－
17 世紀の書籍が、全羅道で刊行されている場
合の多いことが、明らかになった。また日本



現存朝鮮本の調査を行うことによって、15・
16 世紀の朝鮮全土における版木の所在地を
著録した『攷事撮要』に、漏落した書籍が甚
だ多く、それらが日本に保存されていること
も判明した。 
 
 
４．研究成果 
(１) ５年にわたる調査・研究により、東洋
文庫・尊経閣文庫・東大図書館・天理大学図
書館・京大図書館・大阪府立図書館・陽明文
庫・杏雨書屋などにおいて、約８００冊の朝
鮮本を調査し得た。 
 
(２) 調査・研究の結果として『龍龕手鏡
(鑑)研究』を刊行した。『龍龕手鏡(鑑)』は、
遼釈行均が997年に撰した書で、当時幽州(北
京)の寺刹に所蔵されていた仏典に対する音
義書である。その半世紀後には遼から『契丹
大蔵経』が出版される状況にあったので、多
量の仏典が存在していたものと思われる。そ
れらを存分に利用して著した書であるだけ
に、また当時は写本の時代であっただけに、
異体字が多く収録されており、後代音義書よ
りも異体字辞書として専ら活用された。同類
の書の中でも、最も多くの異体字が収録され
ている。中国には宋代、朝鮮では高麗時代に
刊行されている。日本には『類聚名義抄』へ
の影響が認められるので、それ以前に流入し
ていたのではないかという説もある。日本で
は 17 世紀に古活字本が刊行されている。『龍
龕手鏡(鑑)』は、中国・朝鮮・日本で重宝さ
れた辞書である。この書は朝鮮王朝時代には
2 度刊行されている。１は成宗 3 年(1472)頃
刊本、２は明宗 18 年(1563)刊本である。前
者の完本は日本に 2 部現存し、そのうちの 1
部はその刊行に実質的に関与した釈信眉の
蔵書印が冊首にあるので、信眉旧蔵書とわか
る。良質紙を用いた善本である。この成宗刊
本は韓国には存在しない。拙著では『龍龕手
鏡(鑑)』全体について述べ、又朝鮮刊本とそ
の出版状況などを、筆者の調査及び研究結果
とを用いて明らかにした。英文論文 The 
Current State of Research on Catalogues of 
Old Korean Books では、朝鮮の書籍目録とそ
の成立や特徴について述べ、また Old Korean 
Books Preserved in Japan では、これまでの
調査結果を踏まえ、日本現存朝鮮本について
述べた。 
その他の諸論文では、朝鮮における出版文化
のあり方、蓬左文庫から流出した朝鮮本に対
する考証など、多くの論文を公にした。また
他方では、10回に及ぶ招待講演の機会を得て、
朝鮮本に対する理解を深めてもらえるよう、
研究成果を活用した。更に『日本現存朝鮮本
研究 集部』(２００６年)の継続として、こ
の 5年間の調査・研究結果を盛り込んだ『日
本現存朝鮮本研究 史部』を来春に刊行の予
定である。 
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